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about 　the　 middle 　of 　June．　Larvae　creep 　out 　of 　the 　schadonophan 　early 　in　Ju菫y，
25　days　aft £ r　eg9 −

1ayrng ．　 Larvae 　 always 　floating　 on 　tlle　water 　surface ，
　 r 田 l　swift 】y ，

　 but　 do 　not 　 jump，　 The 　larvae

sooll 　become 　p∂rasitic 　on 　the 　 water −skaters ，ノlq” arirts 　palluclrim　FABRIqUs 　and 　Limnoporttsプtefosctt −

teUat’ts　LATRE 童LLE ，
　 and 　then 　 metamorphose 　i　nto 　the　 nympl ）echrysalis ．　In　due 　tinle　the　nympho −

chrysalis 　 nms 　into　marsh 　water 　again ，
　 and 　later　changes 　into　the　nympilophan ・Ny 匹nplls 　abundant

−

ly　 appear 　in　 late　summer 　or 　autumn ，　 Imagines　are 　found　among 　water 　 plants 　 near 　 shore 　during

tlle　 breeding 　 season ，

短 報

甲欺腺ホ ル モ ン の 訣乏及 び過剰 と カナ リヤ の 朋 の 形態

小 林 英 司 （東大理 動）
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＊ 便宜 上ギ 均長で 卒 均弱 枝數を除し た 。
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　上 記の 題 目に 關す る 研究 は 30 年來多數の

島 で 行われ ， 結論 も明 らか に な つ て い る が 細

部で は 異 な る所 もあ る 。 こ こ に著者は カ ナ リ

ヤ の 換 犲 に關す る機構 の 硯 究 （
，44jour ．　Fac ．

Sci．　Imp ，　Univl　Tokyo 　IV
，
6） の 際附隨し

て 得 た デ ータ をあ げ て お く 。 ホ ル モ ン 欠乏歌

態は 甲状腺 の 大 部 の 摘出に よ り生 ぜ し め ， 遏

剰 状態 は チ ロ キ シ ソ 2mg を 唯 1 回注射 し て

生ぜ し め た 。 甲状 腺を摘 出 し て も ，

Q

換翊 は 除

行 し ， チ ロ キ シ ン 2mg を 與 え る と 數 日後 に

全 身換 羽 を行 5 。 實驗は 5月 に 初 め 8 月 に 再生

i犲 を と り調 べ た 。 變 異 は 非 常 に 小 さい の で 省

い た が ， 表 に 見 られ る 樣 に 實瞼群 の 何れ の 弸

長 感對照 よ り短い 。 M 枝數 は 摘出群 の 背 羽 ，

體 爾嬲 を 除 い て 他 は 何れ も少 い 。 嬲軸 〔弱枝

の な い 部 を除 く）單位長當 りの M 枝蜘 ま ， チ

ロ キ シ ソ 鳥は 何れ も鋼 照 よ り 少 い 。 摘出群 で

は 尾朋 ・ 背弸は i野照 よ り墻 した が ， 體 飼朋 ，

風切 で は 大差は ない 。 チ ロ シ キ ソ 鳥 の 腹 羽 は

5木
2F 均長 2．3Cm ，　JT・：MJMstva 　35．7，單 f立3犲被

數 1．55 で こ の 鳥 の チ ロ シ ギ ン 處理 前の もの は 5本 亭 均 そ れ ぞれ 3．4cm
，
65．5，19．3 を 示 し た 。 チ ロ キ ン ン

鳥 の 青 黒色 羽 の 再 生 嬲 は 淡 く 次色 と な り，黄色 嬲 も淡化 し た 。羽 軸 に お け る 翦 枝 の 密度 の 減 少 も
一一paで あ ろ

5 。 摘出楙で は 再 生青黒 色翊 は黒味を 一般 に 増 し た が ， こ れ ほ 嬲 紋の 密度 の 増加 も原因 の
一つ であろ う。し

か し 密 度の 増 さ ぬ 風 切 で も黒 味を増 し た か ら ， 色 の 増減 に は 他 の 根本的 な原因が あ る と考 え られ る e チ ロ キ

シ ソ 鳥 で は 背腹 M で は fringe が 滅 つ た り見 ら れ な くな る が ， 摘 出群 で は 逆 で 饐 側朋 な ど極端 な fringe を

生 じ下 部 も眞 綿 の 様 で な く な り フ サ フ サ し な く な る 。後者 で は 小羽 枝が 減少 す る の が 顯微鏡下 で 明 ら か に

み ら れ た が これ が そ の 一囚 を な す の で あ ろ 5。こ れ は ハ トに チ オ 尿素 を與 えた時 に も見 ら れ た （
’48

， 小 林，

動雜 58）。

（14 ）
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